
 

 

 

 

 

 災害の基礎知識について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害ボランティアセンター運営について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 知多市地域防災計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 災害ボランティアコーディネーター基礎力向上講座 

理解度確認テスト 上級 模範解答 
 

問１ 一度避難所に行き、被災した旨と在宅避難することを申し出る。 

解説 
発災時必ずしも避難所に避難する必要はありません。避難所はプライバシーも

なく、３密状態ですので在宅避難が好ましい場合があります。 
    

問２  
解説 

台風や水害など在宅で命を守ることが難しいときは、早めの備えと行

動が重要です。 ③  
    

問３ 
 地域と学校は、地域の子どもである学校の生徒のために、登下校の見守りや、

地域住民の学校行事への参加などお互いに協力体制を設け、顔の見える信頼関係
を日ごろから心がけることで、発災時には、迅速で円滑な対応ができる。 

解説 

 知多市では避難所となる中学校が２コミュニティ以上（東部地区除く）にまた
がっています。平時の学校との関係と合わせて、隣接するコミュニティ同士の顔
の見える関係づくりも大切になります。 

 

問４  
解説 

駆け付けボランティアをコーディネーターの指示の下、センター運営

要員として活動してもらうこともあります。 ④  
    

問５  
解説 

様式４の右下に活動オリエンテーションの担当コーディネーターの署

名する欄があります。演習でよく忘れがちです。 ④  
    

問６ 

活動報告が終わっていることを確認すること。（受け付けた時点で欲しいとい

われることもある）発行は担当コーディネーターがする。 

受付表、活動紹介表、送り出し一覧表、活動報告書それぞれのコピーを添付し
保管すること 

解説 

受け付けた時点で欲しいといわれることもあるので、必ず活動が終了し活動報

告まで終わっていることを確認すること。書類は、ボランティアが活動を行った

証明になるものです確認を怠らないこと。 

 

問７  
解説 行政の情報発信ツールです。事前登録をお勧めします。 

②  
    

問８  
解説 

地域防災計画には配備基準や内容も明記してあります。一度見ておく

といいかもしれません。 ①  
    

問９  
解説 

養成講座で消防署から提供された資料が出典元です。これを機にご自

身の自主防災会について調べてみてください。 ③  
 



 最新の防災知識について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指導者技術について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  講師からのコメント 
 

  防災士 西川 賢次 さん 

 上級とありますが、全て災害ボランティアセンターの運営上大切な事柄です。 

まだまだ他に沢山ありますが、官・民で協働して災害復旧に当たるボランティアセンタ

ーはとっても重要です。更なる研修を重ねて知多市は自分たちで守る、という信念で今後

も精進しましょう！ 

 防災士 河合 美恵子 さん 

 上級編では災害の基礎知識、災害ＶＣ運営、知多市地域防災計画、最新の防災知識、指

導者技術についての 5 つの項目についていろいろな問題がありましたが、自分にとって得

意分野、不得意分野があるかと思います。今回災害ＶＣ運営のみではなくいろいろなとこ

ろに目を向けて知識を深めていけたのではないかと思います。 

これからの養成講座にこの知識を生かして新しい仲間を増やしていけるといいですね。

お疲れ様でした。 

問１０  
解説 

災害の情報は、「注意報」「警報」「避難勧告」「避難指示」「警戒

レベル」など色々ありますので、今のうちに整理しておきましょう。 ①  
    

問１１  
解説 

自身の知識や経験は、次世代につなげて初めて意味を持つといいま

す。自身の勉強と合わせて後進の育成にもご協力ください。 ①  
    

問１２ 

・健康管理の徹底（体温 37.5℃以上、咳・倦怠感等風邪症状、渡航歴など） 

・手洗い、手指消毒の励行（活動前、活動中、活動終了後の手洗い消毒） 

・マスクの着用（活動中のマスク着用の徹底） 

・対人距離の確保(適切なコミュニケーション手段を用いて活動、物理的距離の意識) 

解説 

感染対策の基本は、一人ひとりの基本的感染対策にあります。 

どんな場面における活動にあっても、ボランティア自身が自分を守ること、人

に移さないことを念頭に置いて活動すること。 

 

問１３  
解説 

災害活動では、その日に初めて会った人と過酷な現場で作業します。

けがをしてしまったら先ずセンターに連絡することです。 ③  
    

問１４  
解説 

意思の疎通が取れずに喧嘩することはよくおこります。危険な現場で

行方不明者を出さない為に、必ずセンターに帰還することを確認する。 ④  
    

問１５ 

１、当日の参加ボランティアの名簿確認。 
２、次回活動時にセンター要員を、ボランティアになり済まし活動参加。 
３、現場のボランティア活動を注視して、被災者と確認する。 

４、事案が起きたら直ちに警察に連絡して、被災者とともに現場を押さえる。 
５、事態の収拾と記録、そして被災者に現場でのお詫びをする。 
６、災害ボランティアセンターとして、代表者が改めてお詫びに伺う。 

解説 
災害現場での窃盗は多く発生しております。センターで事前オリをしますが 

現場でのお互いの注意喚起が大切です。 

 


